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ごあいさつ

はじめに
この度は、弊社金属探知器「Fー90M」をお買い上げ頂き、ま
ことにありがとうございます。

本書は、金属探知器「Fー90M」の取扱いについて記載した説
明書です。
本書は主として本器の原理・使用方法とその他について記載さ
れております。本器をご使用の前に必ずこの「取扱説明書」を
お読みになり、取扱い内容を正しくご理解の上、本器をご使用
下さい。
取扱い上にてご不明な点、あるいは本器に関してのご質問は弊
社までご連絡下さい。

「取扱説明書」は本器をご使用になる方が、いつでもご利用で
きる所に保管して下さい。

なお、「取扱説明書」を紛失した場合は弊社までご連絡下さい。
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この金属探知器は「Fー90M」は、
① 地中に埋設された所在位置の不明な止水栓，メーターボック
　 ス等の金属物を探知する機器です。
　 その他の探知可能な対象物として、地表近くに埋設されてい
　 るケーブル及び金属管の位置探知にも用いる事ができます。
    但し、光ファイバーや線径の細いケーブルなど、ケーブルの
　 種類によっては探知できない物もあります。

② 水中および積雪に埋もれた金属物の探知に使用できます。

用　途
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本器を安全にご使用して頂くために下記の点を厳守して下さい。

注意
本器を使用する場合は周囲の状況に注意して下さ
い。

注意
本器を金属物の探知以外に使用しないで下さい。

雨天では本器の中に雨水が侵水し、正常に動作しなくなる場合
がありますので、水に濡らさないで下さい。

注意
本器の取手部（アンプ部）は、防水構造ではあり
ません。故障の原因となりますので、雨天での使
用はさけて下さい。
雨天で使用される場合には、取手部（アンプ部）
に防水保護用のカバーを取付けて、雨水に濡れな
いようにしてご使用下さい。

パイプ部に「この線より上は水に入れないで下さい」のシール
が貼ってありますので、注意してご使用下さい。

注意
水中の金属物を探知する場合は、本器の取手部
（アンプ部）を絶対水中にいれないで下さい。

万一落とされた場合は本器の性能を発揮する事が出来なくなる
場合があります。

注意
本器は耐衝撃構造ではありません。故障の原因と
なりますので、落とさない様にご使用下さい。

本器を使用する場合、道路交通事情による危険を配慮し、お客
様の責任にて見張り・補助作業員・警備・交通規制等十分な安
全策を構じて下さい。

安全環境確保

水かけ禁止

落下禁止

ご注意
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使用しない時は、常温の場所に保管する様にして下さい。特に
夏シーズンにおいて高温（60℃以上）な車内等に放置しますと
本器が変形したり、回路が正常に動作しなくなるおそれがあり
ます。

注意
本器を高温な場所に放置しないで下さい。

注意
アンテナ部にシール，ネームプレート等（アルミ
箔）の貼付けはしないで下さい。感度低下の原因
となります。金属物禁止

高温禁止

ご注意
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保証期間

保証期間はお買い上げ日より1年間です。

「保証書」は弊社にとってお客様に万全のサービスをさせて頂
くためのものです。

「保証書」は本書の終末頁に綴じ込んであります。

「保証書」にはお客様名，ご住所，ご購入年月日を記載の上、
大切に保管して下さい。

保証期間内に機器の機能上に不具合が生じた場合は無償にて修
理させて頂きます。その場合は、「保証書」の提示が必要とな
ります。
「保証書」を提示して頂けない場合は有償となりますので、予
めご了承願います。
保証期間外あるいはお客様の原因による破損故障の場合は有償
にて修理させて頂きます。その他、当機器に関するご質問は弊
社までご連絡下さい。

保 証 書

保証期間１ヶ年

このたびは当社製品をお買い上げ頂き、誠にありがとうございます。

本書は、製造上の欠陥による故障の場合、無償修理させて
頂きますので紛失しないよう大切に保存して下さい。ただし、
次のような場合には保証期間中でも有償修理となります。

１. お取り扱いの不注意および誤ったご使用による故障
２. 不当な修理や改造をされた場合
３. 落下などによる故障および損傷
４. 天災地変による故障および損傷
５. 本書のご提示がない場合
６. 消耗部品を取替える場合

※本保証書は日本国内においてのみ有効です。

フジテコム株式会社
本　　　社：東京都千代田区神田佐久間町二丁目２０番地
　　　　　　　　　　　０３（３８６２）３１９６
製品管理チーム：埼玉県新座市野火止８丁目－６－１６
　　　　　　　　　　　０４８（４７９）０５８１

品 名
型 式
製 番

金属探知器
F-90M

ご購入
ご芳名

ご住所

　　　年　　月　　日
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本器は、下記の構成品となっています。ご購入後は構成品をお
確かめ下さい。弊社では、品質に万全を期していますが、万一
構成品に不足の物がある場合は、直ちにお買い上げ営業所まで
ご連絡下さい。

（1）本体　　1台

（2）取扱説明書　　1冊

（3）収納ケース　　1個

（4）ステレオヘッドホーン（オプション）

1：構　成

金属探知器
Fー90M

取　扱　説　明　書

金属探知器
Fー90M

管路システムのサポートメーカー
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●電池蓋
　　電池、収納蓋。

●指示メーター
　　電池残量の確認および、埋設金属物の有無及び位置の判断
　　をします。
　　また、使用時の感度の状態を表わしています。

●スピーカー及び音量調整ツマミ
　　電源を入れた時、リセットスイッチを押した時に確認のた
　　め『ピーッ』となり、また金属物体が近くに在ることを音
　　程の変化で知らせます。ツマミは回転させることにより、
　　スピーカーの音量調整を行います。

●リセットスイッチ
　　使用前に探知感度を適正（基準感度）な状態に設定します。

●ホーンジャック
　　ヘッドホーン（オプション3.5φ3Pステレオ用）を使用す
　　る際のジャック。なお、ヘッドホーンの使用時は、スピー
　　カー音はなりません。

●電源・感度スイッチ
　　電源のオン／オフ、探知感度の設定および電源の電池残量
　　確認用スイッチ。

●本体・取手部
　　電気回路、電池、操作スイッチ取付け部分。

●アジャストパイプ
　　パイプの長さが調整できます。

●パイプ調整ネジ
　　アジャストパイプの固定具。

●アンテナ部
　　アンテナコイル取付け部分。

防水構造

水位シール

2：各部の名称と機能
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お客様が本器の性能を有効に活用して頂くために、使用する前
には必ず点検して下さい。

注意
この点検は簡易点検です。
点検は、1．電池チェック
　　　　2．感度チェック　の2項目となります。

3ー1　電池残量チェック
・ご使用の前には、電池残量の有無を確認して下さい。

・電池残量の確認は、次の操作で行います。

〈電池容量の確認方法〉
（1）電源のON
　　電源感度スイッチを右に回して、　印の位置に〔（ON）
　 （M）（BATT）〕の表示を合わせます。
　 （その時、ピーッという音がなります）　　　　（図ー2）

（2）電池の確認
　　電源を入れた時に約4秒間、メーターは電池残量のチェッ
　　ク動作を行います。この時、メーター指針が上がり赤線内
　　にあることを確認して下さい。（メーターの針は、その後
　　下がります）　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー3）
　※メーター指針が赤線の左側にある場合には電池残量不足で
　　す。探知感度が悪くなりますので、新しい電池（単3×4本）
　　と交換して下さい。
　※電池の＋－を1本逆に入れてしまった時も、同様の症状に
　　なります。

▲

（図ー3）

（図ー2）

電池電圧OK

3：点検、お使いになる前に

電池交換を要す

〈電池の交換方法〉

（1）電池蓋のツマミを左に回して電池蓋を外します。

（2）本体を傾けると電池が出てきます。（図ー4）

（3）電池配列図の通りに、新しい電池を入れて下さい。
〈電池の交換方法〉

－

＋－

＋

＋

－＋

－

（図ー4）
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3ー2　探知感度チェック
・ご使用の前に、機器の探知感度が正常かチェックして下さい。

・感度チェックは、手持ちの硬貨で出来ます。

※なお、次頁4ー1「機器の準備」を参照し、アジャストパイプ
　を伸ばした状態で行って下さい。

〈感度チェックの方法〉

（1）電源を投入（ON）し、電池残量確認後、メーターの針が
　　「2」～「4」の間に戻ってから、感度スイッチは同位置で
　　金属物がアンテナ部の近くにないことを確認して、リセッ
　　トスイッチを押します。（その時ピーッという音がなります）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー5）

（2）硬貨をアンテナ部に近づけ、発生音がでる距離を確かめま
　　す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー6）
　　下記の感度であれば正常です。
       　　　　　5円，10円，100円→約10cm
       　　　　　1円　　　　　　　　→約　6cm

（図ー5）

（図ー6）

3：点検、お使いになる前に



10

4ー1　機器の準備

・アジャストパイプの引き起こし
　アジャストパイプをストッパーで止まる位置まで引き起こし
　ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー7）

・本体・取手部の回転
　パイプを持ちながら、本体（取手部）を時計方向に止まる位
　置まで回します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー8）

・アジャストパイプの調整
　パイプ調整ネジを左に回し（ゆるむ）、パイプを引き伸ばし
　ます。最適な長さで右に回し（しまる）固定します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー9）

（図ー7）

（図ー8）

（図ー9）

4：使用方法

ストッパーを回す。

パイプを
持ちながら回す。

本体部を回して
持ちやすくする。

パイプ調整ネジ
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4ー2　探知方法

　4ー2ー1.　電源をONにする　（3ー1参照）

　4ー2ー2.　電池残量のチェック（3ー1参照）

　4ー2ー3.　感度スイッチの設定
　　電池残量確認後、メーターの針が「2」～「4」の間に戻っ
　　てから、感度スイッチを探知物の大きさと、探知深度の関
　　係により（図ー10）適宜な感度（M，Lo，Hi）を選定して
　　合わせます。探知目的物に応じて、下記を目安として決め
　　て下さい。

　　　　直径100mmの金属円板
　　　　　M　の時の探知深度＝約30cm
　　　　　　　（使用例：水道管の止水栓，制水弁，
　　　　　　　　メーターボックス等の探査）

　　　　　Hi　の時の探知深度＝約40cm

               Lo　の時の探知深度＝約15cm
　　　　　　　（使用例：下水等のマンホール蓋等の探査）

　4ー2ー4.　リセットスイッチの操作
　　探知する対象物により、それぞれ［M］,［Lo］,［Hi］の位置
　　に感度スイッチを合わせた後、円盤を地上より3～10cm
　　平行に浮かせ、リセットスイッチを押します。ピーッとい
　　う音がなって、メーターの指針は目盛「2」～「4」の間を
　　指します。（機器が基準感度に設定された事を示します）
　　音が消えると探知作業の準備は完了です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー11）

注意
リセットスイッチを押す場合、空中にアンテナの
円盤を向けて押しますと、使用状態と条件設定が
異なるため、本器の性能が充分に発揮できなくな
りますのでご注意下さい。　　　　　（図ー12）

（図－10）

（図－12）

（図－11）

4：使用方法

大　　形状　　小

Lo

M

Hi
深

深
度

浅
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　4ー2ー5.　アンテナ部の地表との距離と移動
　　アスファルトコンクリート上では約3cm、土，芝生上では
　　約10cm程度、アンテナを離してリセットスイッチを押し、
　　アンテナの移動は地表面との距離を一定（リセットスイッ
　　チを押した間隔の状態）に保って、地表面に添って左右前
　　後に移動します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図－13）

　4ー2ー6.　金属物の探知
　　メーター指針の振れと、スピーカー音とで金属物の有無を
　　判断します。
　　スピーカーの発生音周波数は、金属物に近づくと高くなり、
　　離れると低くなります。
　　音程と振針の振れが最大となる地点の中央が金属物の真上
　　です。

　4ー2ー7．スピーカー音量の調整
　　スピーカーのカバーを回転する事によって、音量を変えら
　　れます。
　　また、ヘッドホーンプラグをホーンジャックに挿入する事
　　によって、スピーカーの音は消えてヘッドホーンから音が
　　出ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー14）

（図－13）

（図－14）

（音量大）　　　　　　　（音量小）

4：使用方法

3～10cm
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5ー1　リセットスイッチの要領
リセットスイッチは、機器の感度を基本感度に設定し、最良の
状態で使用する為に下記の様な場合に再リセットをして下さい。

1）リセット操作後、探知場所（地表）が変わった時。

2）リセット操作後、探知条件（アンテナの高さなど）が変わ
　　った時。

3）長時間連続して使用する時。
　※10分を目安として再リセットして下さい。
　　
4）金属物が無い状態でメーター指針が「0」以下に下がって
　　しまった時、及びメーター指針が「6」以上となり、スピ
　　ーカーが発音してしまった時。

再リセットは、「リセットスイッチの操作」に基づいて行って
下さい。

注意
1．感度スイッチを「ON＝M」又は「Lo」でリ
　　セット操作した後で感度を「H」にした時に
　　スピーカー音が発音する場合には、近くに金
　　属物がありますので、スピーカー音の消える
　　場所に移動してからリセットスイッチを押し
　　て下さい。（音が消えない状態でリセットス
　　イッチを押して使用しますと、感度が著しく
　　低下し、［Lo］（低感度）以下の探知感度とな
　　る場合があります。

注意
2．リセットスイッチを押し、アンテナを動かし
　　た時に、すぐメーター指針が目盛「0」以下
　　となった場合には（金属物の近くでリセット
　　操作を行った為）、このまま使用しますと探
　　知感度が著しく低い状態（Lo以下）になって
　　しまいますので、金属物からアンテナを離し
　　て再度リセット操作を行なって下さい。

5：使用上のテクニック

（図－15）
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5ー2　アンテナと地表との距離（間隔）について
① 金属探知器（Fー90M）は、アンテナから放射された交流磁界
　 に金属物が近づくと生じる「うず電流」（8：技術資料項目参
　 照）の変化により金属物の有無を探知します。
　 従って、交流磁界の平衡（バランス）状態を保つことが金属物
　 探知には重要なポイントとなります。

② リセットスイッチは、選定された感度の交流磁界の平衡状態
　 を保つための役割を果たしています。従って、リセットスイ
　 ッチを押した地表との距離（間隔）を、金属物体の探知をする
　 際に変化させることは、この平衡状態を乱すことになり、選
　 定した感度を維持することが難しくなります。そのため、地
　 表とアンテナの距離はリセットスイッチを押した距離を保つ
　 ことが必要となります。

③ 選定した感度が高い（Hi，M）場合、アンテナを地表近くに
　 おいて電源をいれたりあるいは、リセットスイッチを押しま
　 すとアンテナの交流磁界が平衡状態（特に、湿った土及び芝
　 生の上は導通性が良いため）を保ちにくいために直ぐ反応す
　 るようになりました。
　 従って、地表とアンテナの距離をある程度保って反応を少な
　 くすることが探知を容易にすることになります。

5ー3　湿った土や芝の地表で探知する場合
アンテナを地表に近づけると、金属物がなくても地表の影響を
受け、発生音がでますが、この状態でリセットスイッチを押し
てアンテナと地表と距離を保ったまま探知作業を行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （図ー16）

（図ー16）

5：使用上のテクニック
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5ー4　水中および積雪に埋もれた金属物を
　　　　探知する場合
・水中にアンテナ部を入れて（注意シールの線まで可能）リセッ
　トスイッチを押します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー17）

　〔Lo，M，Hi〕の選択は、4ー2ー3に準じて行います。〔Hi〕
　を選択した場合は5ー1に準じて行います。

・積雪の中の金属物を探知する場合は、4ー2ー3，4ー2ー4に
　準じて行います。

5ー5　埋設物の中心位置の確定方法
探知物の中心位置を確定する方法として、下記の操作を行います。

・アンテナを左右・前後の直角方向に動かした時の各々の最大
　出力（メーターの針の振れが大きい）の交点を出します。
　この交点の下が中心位置となります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー18）

・広い範囲でメーターの針が振り切れる場合には、次のどちら
　かの方法で中心位置を確定します。

① アンテナを持ち上げ地表との距離を大きくとって、左右に動
　 かします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図ー19，20）

② 感度セットスイッチを〔Lo〕に設定して、アンテナを動かし
　 ます。

（図ー19) （図ー20）

（図ー18）

（図ー17）

5：使用上のテクニック

（水位注意シール）

（水中）
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本器を長期間使用しない場合は、下記の要領にて保管して下さ
い。

1.　取扱説明書を含めた構成品が揃っていることを確認して下
　　さい。
　　取扱説明書は次回に本器を使用するときに必要です。

2.　乾電池は取り外して下さい。
　　長期間取付けたままにしておきますと、液漏れして機器を
　　破損する場合があります。

3.　水気・湿気のある場所には保管しないで下さい。

使用後のお手入れ
使用後の保管には、下記の点をお守り下さい。

1.　雨にぬれた場合等はきれいなタオルで水分をふきとってか
　　ら収納して下さい。

2.　収納ケースには、探知器本体以外は入れないで下さい。破
　　損・故障の原因となります。

6：保管方法
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本器を使用中に動作に不具合が生じたときに参考にして下さい。
なお、各項目の点検を行っても機器が動作しない場合は弊社ま
でお問い合わせ下さい。

1．電源が入らない。
　　a. 電池は入っていますか？

　　b. 電池の残量が完全に無くなっているときは電源は入りま
　　　せん。
　　　電池を交換して下さい。

2．新品電池に交換したのに、電池残量チェック時
　　にメーター指針が赤線の左側にある。
　　電池の配列は＋－の取付け方向が決まっています。電池の
　　配列方向を確認して、間違っている場合は電池を正しい配
　　列に取付けて下さい。

3．金属物に反応しない。
　　a. 電池残量チェック時のメーターは振れますか？

　　b. アンテナを金属物から離して、リセットを行っています
　　　か？

4．探知感度が悪い。
　　a. 電池残量はありますか？

　　b. リセットを金属物の近くで行い、使用は金属物の無い場
　　　所で行うと感度は下がります。
　　　リセット時は、使用環境と同じ状態で行って下さい。

5.　どこでも反応してしまう。
　　感度が高いと小さな金属片に対しても感知してしまいます。
　　感度を［Lo］にして探知するかあるいは、地表から今まで
　　より少しアンテナを離して探知して下さい。

6.　反応の幅が広い。
　　探知金属物が大きく、アンテナと接近している場合には、
　　探知幅が大きくなります。
　　この時は、感度を［Lo］にするか、アンテナを地表面から
　　さらに離して操作して下さい。

7：機器の動作（困ったときに）
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8ー2　用語の説明
代表的な用語について説明します。
その他の用語について、わからないものがありましたら弊社ま
でお問い合わせ下さい。

交流磁界
コイルに電流が流れると、コイルの周囲に磁界が発生します。
電流が交流で電流の向きが交互に変わると、磁界の向きも交互
に変化します。

うず電流
金属物体を通過する磁力線が変化すると、金属物内に磁力線の
変化量に応じて電流が流れます。

8ー1　作動原理
交流磁界の発生しているループコイルの近くに金属板が接近す
ると、金属板内にうず電流が発生します。
このうず電流の発生によって、アンテナ回路の特性が変わり、
コイルに流れる電流が変化します。　　　　　　　（図ー21）

本器は、アンテナコイルをブリッジ回路の一素子として構成し、
このブリッジの出力を用いて発振の出力を変化させます。
金属物に対する探知は、発振出力の変化をメーターと音声で表
示します。

（図ー21）

8：技術資料

アンテナコイル

磁力線

うず電流
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8ー3　仕　様
改善改良のため、一部仕様につきましては予告なく変更する場
合があります。

探知性能（感度［ Hi ］時）
　鉄　　板（φ100×20）：42cm
　制水弁蓋（φ180）　　：65cm
（弊社技術開発センター内の試験方法及び試験条件による）

電気的仕様
　検 出 回 路：キャンベルブリッジ
　発振周波数：9.75kHz
　発 振 出 力：7V/PーP（出力コレクタ電圧）
　音声周波数：0～2.5kHz変化
　音声出力インピーダンス：ローインピーダンス
　　　　　　　　（3.5φ3Pステレオ用ミニジャック）
　消 費 電 力：無音時　7mA
　　　　　　　　発音時　最大45mA
　電　　　　源：6V（単3×4本）
　電 池 寿 命：約25時間
　最低動作電圧：4.2V
　感 度 調 整：3段切替
　　　　　　　　　M，Hi，Lo

寸法・重量
　本 体 部：195（W）×170（H）×60（D）mm
　アンテナ部：φ270×30mm
　重　　　　量：約1.7kg

動作温度
　－5℃～＋60℃（ただし結露しないこと）

8：技術資料



フジ全国サービスネットワーク

   弊社では、機器をいつでも最良の状態にてご使用して頂くた
め、巡回メンテナンスを実施しております。
フジテコムの営業担当員は通常の営業活動に加え、既にご使用
頂いている機器の簡単な保守点検等の指導も行っています。
   巡回メンテナンスのお申込窓口は、最寄りのフジテコム各支
店・営業所までお問い合わせ下さい。

メンテナンスチーム：全国のお客様を対象に、定期巡回メン
　　　　　　　　　　テナンスを実施、機器の指導・点検修
　　　　　　　　　　理を行っています。
支 店 ・ 営 業 所：フジテコムの営業マンは、通常の営業
　　　　　　　　　　活動はもちろん、すでにご使用いただ
　　　　　　　　　　いている機器の簡単な修理、活用方法
　　　　　　　　　　などの指導も行っています。

　弊社では機器を効率よく安全にご使用頂くため全国のお客
様を対象に技術開発・トレーニングセンター内のテストコース
にて機器の取扱いのご指導をさせて頂いております。お気軽
にご利用下さい。
　トレーニングセンターのお申込窓口は、最寄りのフジテコ
ム各支店・営業所までお問い合わせ下さい。

技術開発・トレーニングセンター

アフターサービス

●札幌営業所
　北海道全域

●北日本支店　
　青森県・秋田県
　山形県・岩手県
　宮城県・福島県
　の6県全域

●本社・東京支店　
　東京都・神奈川県・千葉県・茨城県
　埼玉県・群馬県・栃木県
　の1都6県全域と静岡県の一部

●技術開発・トレーニングセンター
●メンテナンスチーム
●計装システムチーム

●信越営業所
　長野県・新潟県
　富山県・山梨県
　の4県全域

●中部支店
　福井県・石川県・愛知県
　三重県・岐阜県の5県全域と
　静岡県の一部

●大阪支店
　大阪府・京都府・兵庫県
　奈良県・和歌山県・滋賀県
　岡山県・鳥取県・香川県
　徳島県・高知県・愛媛県
　の2府10県全域

●九州支店
　福岡県・佐賀県・長崎県
　大分県・熊本県・宮崎県
　鹿児島県・沖縄県
　の8県全域

●広島営業所
　広島県・山口県・島根県
　の3県全域

本社
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本　　　　社／〒101ー0025　東京都千代田区神田佐久間町二丁目20番地（翔和秋葉原ビル3階）
　　　　　　　　　　　　  ☎（03）3862ー3196　FAX（03）3866ー1979

東 京 支 店／〒101ー0025　東京都千代田区神田佐久間町二丁目20番地（翔和秋葉原ビル3階）
　　　　　　　　　　　　  ☎（03）3865ー2960　FAX（03）3865ー2964
大 阪 支 店／〒530ー0047　大阪市北区西天満3ー13ー18（島根ビル）
　　　　　　　　　　　　  ☎（06）6362ー6755　FAX（06）6362ー6759
九 州 支 店／〒812ー0007　福岡市博多区東比恵3ー4ー2（ZS福岡ビル）
　　　　　　　　　　　　  ☎（092）474ー3225　FAX（092）474ー3894
北日本支店／〒980ー0014　仙台市青葉区本町1ー12ー12（GMビルディング）
　　　　　　　　　　　　  ☎（022）222ー2011　FAX（022）261ー2497
中 部 支 店／〒461ー0004　名古屋市東区葵3ー23ー7（千種ファーストビルN）
　　　　　　　　　　　　  ☎（052）933ー4891　FAX（052）933ー4894
札幌営業所／〒003ー0028　札幌市白石区平和通11丁目南3ー12
　　　　　　　　　　　　  ☎（011）864ー9511　FAX（011）864ー9507
広島営業所／〒732ー0052　広島市東区光町2ー12ー10（日宝光町ビル）
　　　　　　　　　　　　  ☎（082）261ー0939　FAX（082）261ー0948
信越営業所／〒380ー0805　長野市柳町2056（柳町ビル）
　　　　　　　　　　　　  ☎（026）232ー3521　FAX（026）232ー2197
計装システムチーム／〒352ー0011　埼玉県新座市野火止8ー6ー16
　　　　　　　　　　　　  ☎（048）482ー8777　FAX（048）477ー4724
技術開発・　／〒352ー0011　埼玉県新座市野火止8ー6ー16
トレーニングセンター　　　　　　  ☎（048）479ー0581　FAX（048）479ー0584

管路システムのサポートメーカー
ISO 9001 認証取得（QM4215）

http://www.fujitecom.co.jp/
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